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SPR顕微鏡／セルベース分子間相互作用解析システム
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SPR顕微鏡 – 従来のSPR分子間相互作用計測との違い

SPR sensor chipSPRm sensor chip

SPR顕微鏡 従来のSPR分子間相互作用計測

細胞膜上に発現する分子をリガンドとする
分子間相互作用計測システム

センサーチップ表面に固相化したタンパク質を
リガンドとする分子間相互作用計測システム

リガンドサンプル：

相互作用ターゲットの膜タンパク質を発現している
細胞※ をSPRセンサーチップ上で培養する

※固定細胞、生細胞いずれも使用可能
※接着細胞、浮遊細胞いずれも使用可能

リガンドサンプル：

精製、もしくは人工膜に発現させた膜タンパク質
をSPRセンサーチップ上にコーティングする

SPR顕微鏡システム — セルベースアッセイの利点

膜タンパク質の単離・精製が不要

細胞膜環境で本来の機能・構造
を有する膜タンパク質との
分子間相互作用解析が可能

分子間相互作用解析のための
理想的・効率的なリガンド

の調製が可能

細胞膜上に発現しているときの機能・構造状態の膜タンパク質をターゲットと
するin vitro分子間相互作用計測系の構築が可能になる

単離・精製時の不溶化、アグリゲーションなど計測用の精製サンプルの調製
が困難な膜タンパク質をターゲットとする分子間相互作用計測が可能になる

トランスポーターなどの複合体の細胞膜における動的な高次構造をくずすこと
なく分子間相互作用計測を行うことができる

細胞培養の完了後すぐに分子間相互作用計測を始めることができる

細胞応答に依存的に細胞表面に現れるタンパク質構造（構造変化、プロ
ファイル変化）をターゲットとする分子間相互作用計測が可能になる



明視野顕微画像

二次元SPR画像

細胞の培養・集合状態の確認

細胞は分布が不均一であり、かつ細胞の状態に
よって膜の状態が異なる（相互作用の条件も異
なる）ため、目視での確認が必要
リファレンス測定のため、細胞がない領域を含
む位置で計測を行う必要がある（左図赤枠）

SPRシグナルの二次元マッピング

細胞サンプルは個別細胞間でターゲット膜タン
パク質の発現状態も異なっています
そのため同時に複数の細胞をターゲットとする
計測を行い、ばらつきの統計的な処理を含む相
互作用解析を行います（グリッド解析）

計測に適した領域を決定

SPR顕微鏡の計測機構

SPR計測の検出器

SPR計測の光源

SPRmセンサーチップ

明視野顕微計測の光源

明視野顕微計測の検出器

対物レンズ

プリズム

足場のコーティング後に細胞を播種
35mmディッシュに入れて培養（CO2インキュベーター）

結合反応

解離反応

アナライト

SPRセンサーチップ

分子間相互作用の
センサーグラム出力

分子間相互作用計
測

SPRセンサーチップ

セルチャンバー セルチャンバーキット

カイネティクス解析

（ka / kd / KDの取得）

細胞
（接着／浮遊）

リガンド
膜タンパク質

SPR顕微鏡のワークフロー

消耗品

細胞サンプル作成

計測・解析

●SPR計測点
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任意に指定した解析領域（ROI）内
の各計測点で取得したSPRシグナル
強度の平均値を時系列にプロット

450 μm

6
0
0
 μ

m

二次元方向に1μmピッチ
で配置されたSPR計測点
でSPRシグナルをリアル
タイム計測

SPR顕微鏡のシグナル測定・解析の流れ

二次元SPR計測画像

取得したSPRシグナルを
シグナル強度でグラデー
ション表示した二次元マ
ッピング画像

解析領域（ROI）

アフィニティ解析：KD

カイネティクス解析：ka, kd, KD

SPR計測視野
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明視野計測 SPR計測画像

ROIごとにセンサーグラム
および相互作用解析結果を出力

SPR顕微鏡のデータ解析① — 解析の事例

SPR顕微鏡のデータ解析② — グリッド解析

SPR

グリッドによる
解析領域（ROI）の設定

Brightfield

フィルター処理 ka, kd, KDのばらつきの分布をヒ
ストグラム表示

➡ガウシアンフィッティング
により中央値を取得

セルベースアッセイではサンプル依存的な計測条件のばらつきが生じる
（細胞の分布、細胞間の発現状態・培養状態 etc.）

➡ 統計解析による解析結果のばらつきを評価

グリッド(ROI)ごとに
カイネティクス/アフィニティ解析

（点分散のエラー率）

フレキシブルな解析領域（ROI）の設定

・複数細胞の集合領域
・細胞単位の領域
・細胞の局所領域
・細胞のない領域（リファレンス）



システム仕様

タンパク質分析関連製品

SPR顕微鏡システム

●セルベースで膜タンパク質との
分子間相互作用計測が可能

●膜タンパク質の精製が不要

●低分子化合物にもあ対応

●カイネティクス解析が可能

●オリジナルの計測パネルを
容易に作成することが可能

●検出ターゲットの結合反応および

蛍光標識反応の自動化

●計測用ビーズの長期保存が可能

●核酸・タンパク質のいずれにも対応

モノリスシリカカラム
ProA/ProG抗体精製キット

●10分以内の迅速な精製工程

●高い安定性と再現性で解析用途

にも適用可能

●全品流速検査実施の高品質な

国内製造品

プロテインフットプリンティング

●質量分析ベースのプロテインフットプリンティング用
のFPOPシステム

●プラズマランプ照射にて過酸化水素から再現性

高く修飾用ヒドロキシラジカルを生成

●タンパク質の親水面への確実なラジカル修飾

ビーズアレイマルチプレックス計測

【製品に関するお問い合わせ】
お問合せフォーム https://kiko-tech.co.jp/contact/customer-contact/
アプリケーションのご相談（担当：上畠） uehata@kiko-tech.co.jp

★トリプシンカラム トライアル企画中★


